
   

ロシアのウクライナ侵攻に端を発するエネルギー価格高騰や物価高によ
る不透明感が世の中全体を覆っています。また、今後予想される南海トラフ
地震などの自然災害からも我々の暮らしを守るためには、既成概念にとらわ
れず、果敢に新たな取り組みをすすめていく姿勢が求められると思います。 

私は市会議員として、様々な課題から目をそらさず、ありのままの事実を
市民の皆さんに伝え、市民の皆さんと共に考え、実行していくという強い思
いをもって日々活動しています。今回は私の市政に対する最近の取組みを皆
様にお知らせしたいと思います。 
 

市内の交通機関で利用できる敬老パスは、毎日の暮らしや買
い物・病院への通院など、高齢者の元気な暮らしに欠かせない
施策です。現在、敬老パスは年間７３０回まで乗車できますが、
バスと地下鉄を乗継ぐと 2 回としてカウントされます。730 回
の制限の中で、毎日使えるよう、今後、『市バスと地下鉄の乗継
ぎは 1 回として数えるように変更』されますが、中川区にお住
まいの方は、市バスで駅まで出かけ、近鉄や JR に乗って通院と
いう方もいらっしゃいます。市バスと地下鉄の乗継ぎは 1 回 

近鉄名古屋線戸田駅の近くには踏切が二つあります。一つは自転車や歩
行者用の自動車が通れない踏切で、もう一つは車 1 台がやっとすれ違える
ことのできる踏切です。自動車用の踏切も幅が狭く交通渋滞を引き起こし
ています。近鉄を高架にする立体交差が理想ですが、現在のところ優先順
位を考えると、完成まで 50 年以上かかると思われます。また、アンダー
パスや跨線橋を作ると立体交差事業が行われなくなってしまいます。 
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ちょうどこれらの踏切の近くには、用地買収から 45 年経過して
も未完成の都市計画道路戸田荒子線があります。現在、国のルー
ルでは踏切は新設できないので、近鉄の立体交差が完成するまで
の間、暫定的に戸田荒子線と近鉄名古屋線が交差する地点に歩行
者用踏切を移設し自動車の通れる踏切に更新して、立体交差事業
も諦めずに渋滞と地域の分断を解消します。

として数えるのに、市バスと近鉄・JR を乗継いだ時は 2 回として数える制度に変わって
しまうと、中川区の方には不利になってしまいます。そこで、民間の鉄道も地下鉄と同じ
条件になるよう、乗継げば市バスと含め 1 回とカウントされるようにします! 

 

愛知県下の多くの市町村では、役所の窓口に並ばなくてもマイナンバーカードを使っ
てコンビニで住民票が取得できます。政令市では名古屋市だけがコンビニ交付サービス
を実施していません。コンビニ交付実現で待たなくてもよいサービスを実現します! 

自動車が通行できる踏切 

歩行者用踏切 



   

   

 
2021 年 6 月議会で質問した、オーガニック給食。 
オーガニックとは、各認証機関によって若干定義が

異なりますが、「農場は最低３年以上農薬を使っていな
い」など基本的に７つの条件を満たすものだというこ
とです。 

これらのオーガニックの基準を踏まえ、人にも環境
にも優しい有機栽培や自然栽培の野菜や米、栄養価の
高い食材、精製されていない調味料といった食材を使
った給食を「オーガニック給食」と呼び、ヨーロッパを
筆頭に世界各地に広がっています。 

 

⾧須賀小学校横の道路は、子どもたちの通学路になってい
ますが、狭いため車道を歩いて学校へ通わざるを得ません。 

前田西町周辺の庄内川堤防の際にある道路。側溝にふたが
ないのでゴミがたまったり、薄暗いと歩いている時に危な
かったりします。そこで、国土交通省庄内川河川工事事務所
と前田西町の方と一緒にふたをするための打ち合わせ行い
ました。ふたが設置されれば、景観も改善し、側溝のごみを
拾ってくださっている地域の皆さんの負担も軽減 すると思
います。こんな風に、国や県などにも、地域の声をしっかり
と橋渡しをすることも、私の大切な仕事だと考えています。 

2020 年９月市議会で避難
所に Wi-Fi を設置すべきと
の質問をしました。避難所
生活でストレス がたまる
中、必要な情報がほしい時
に取れないというのはつら
いと思います。この質問を
受けて、令和 3 年度に主要
な指定避難所である小中学
校に、Wi-Fi 機器が使用でき
るよう整備がされました。 

道路幅員が狭いにも関わらず、交通量が多く交通事故の
危険性が高い道路では、車道の一部と路肩を一体的にカラ
ー化することで、ドライバーや歩行者に対して、歩行者空間
を明確に示すことができます。 

人と車両をドライバーの心理面に訴えかけて分離するカ
ラー舗装の取り組みは大変有効で、市内各地の通学路 
でカラー舗装が行われています。 

そこで、⾧須賀小学校の子どもたちが安心して学校へ 
通うことができるように、通学路のカラー舗装を令和 5 
年度から整備します。 

 

 議会で質問したところ早速、教育委員会が動いてくれました。 
中川区の小学校の給食でも「オーガニック給食」が始まり、献立にオーガニック栽培の 
バナナが出ています。子どもたちに安心の食材を届けることができました! 

道路の端に排水溝のふたがある新千音寺
の道路。車一台が通るのがやっとのこの道
は、抜け道となっているため、車が通るたび
に、排水溝のふたがガタガタと揺れて大きな
音がします。通称「木琴通り」。近隣にお住い 

イメージ写真 
出典 名古屋市ウェブサイト 

熱田土木事務所のしごとページより 

名古屋市の小学校の 1 年間の給食費は年間 48,400 円でした。給食費の負担を軽減し、
子育てにやさしいまちを目指すため、オーガニック給食をはじめとした質の向上だけで
なく、小学校給食費無償化実現に向けても取り組んでいきます。 

改善後の様子 

改善前 

完成イメージ 

災害時の活動拠点とな
る区役所支所。災害時に
停電で電気が使えなけれ
ば、防災活動ができなく
なります。区役所には非
常用発電機が設置されて
いますが、富田支所には
設置されていませんでし
た。そこで、災害時の司令
塔となるよう、非常用発
電機の設置を求め、この
度、支所への設置が実現
しました。 

の皆さんには、ただの不協和音・・・。土木事務所と一緒に 
あさい正仁が改善しました。 

非常用発電機 


